
拡
大
役
員
会
報
告 

平
成
三
十
年
三
月
三
日
（
土
）
午
後
七
時
よ
り
ゆ
う
ゆ
う
高
円

寺
東
館
に
て
、「
平
成
二
十
九
年
度
第
三
回
拡
大
役
員
会
」
が
、

二
十
八
名
の
皆
様
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

議
事
に
先
立
ち
、
境
禎
一
会
長
よ
り
、
東
日
本
大
震
災
発
生
以

来
七
年
を
迎
え
ま
す
。
最
近
、
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
た
三
十
年

以
内
の
震
度
六
強
の
首
都
直
下
型
地
震
の
発
生
の
可
能
性
は
、

七
十
％
か
ら
八
十
％
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。 

事
故
や
災
害
は
、
時
を
経
る
と
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
災

害
発
生
を
想
定
し
て
、
町
会
で
は
、
震
災
救
援
所
訓
練
・
防
災
訓

練
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
参
加
し
や
す
い
時
期
に
実
施

し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

「
日
頃
の
準
備
と
心
が
け 

備
え
あ
れ
ば
患
い
な
し
」 

 

町
会
で
は
、
昨
年
か
ら
引
き
続
き
、
運
営
課
題
と
し
て
次
の
項

目
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

（
一
）「
町
会
役
員
の
高
齢
化
」
対
策 

 

次
期
に
つ
な
が
る
役
員
候
補
の
育
成
を
兼
ね
て
、「
町
会
サ

ポ
ー
タ
ー
制
登
録
の
お
願
い
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

現
在
、
十
一
名
の
方
に
登
録
し
て
頂
き
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
更
に
、
内
容
を
充
実

さ
せ
た
く
検
討
、
推
進
中
で
す
。 

（
二
）「
町
会
加
入
率
の
伸
び
悩
み
」 

 

当
町
会
の
加
入
率
は
、
５
７
．
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す 

 

最
近
の
傾
向
と
し
て
、
個
人
宅
か
ら
集
合
住
宅
へ
の
建
替

え
が
増
加
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
町
会
加
入
促
進
の
方
法

を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

（
三
）「
ゴ
ミ
集
積
所
問
題
」 

 

「
エ
リ
ア
毎
に
取
り
組
み
、
問
題
が
発
生
し
た
ら
対
応
す

る
」
を
基
本
方
針
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。 

と
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て 

二
月
経
過
報
告
・
三
月
行

事
日
程
を
説
明
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。 

議
題
一
．
平
成
三
十
年
度 

班
長
・
副
班
長
の
選
任
に
つ
い
て 

山
田
高
志
理
事
よ
り
、
平
成
三
十
年
度
の
班
長
・
副
班

長
は
、
定
期
総
会
で
承
認
さ
れ
ま
す
が
、
所
定
様
式
「
平

成
三
十
年
度 

班
長
・
副
班
長
の
推
薦
に
つ
い
て
」
に

新
班
長
・
副
班
長
の
候
補
を
記
入
し
て
、
三
月
末
頃
ま

で
に
、
担
当
役
員
に
提
出
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。 

二
．
一
年
間
の
反
省
と
感
想
に
つ
い
て 

樋
口
志
津
子
副
会
長
の
進
行
で
、
出
席
し
て
い
る
班
長

や
町
会
員
の
皆
様
よ
り
、「
平
成
二
十
九
年
度
の
反
省
と

感
想
に
つ
い
て
」
の
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。 

発
言
内
容
の
概
要
は
、 

（
一
） 

集
合
住
宅 

 

・
数
が
多
い
の
で
回
覧
物
や
町
会
便
り
の
配
布
等

が
手
間
取
る
。 

・
独
り
住
ま
い
が
多
い
た
め
心
配
。 

・
新
築
中
の
物
件
が
多
数
あ
る
が
、
完
成
後
の
ゴ 

 

ミ
処
理
問
題
が
課
題
。 

（
二
）
班
長
・
副
班
長
の
役
割
が
明
確
で
な
い
。 

三
．
ゴ
ミ
集
積
所
問
題 

 
 

波
田
野
晃
一
理
事
よ
り
、
杉
並
清
掃
事
務
所
が
募
集
し

た
折
り
た
た
み
防
鳥
用
ボ
ッ
ク
ス
の
抽
選
に
当
選
し
た

の
で
、
取
敢
え
ず
、
入
荷
次
第
、
や
な
ぎ
公
園
に
設
置
す

る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

四
．
防
災
関
連 

 

狩
野
文
雄
理
事
よ
り
次
の
説
明
・
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

（
一
） 

防
災
用
品
の
購
入 

各
班
に
防
災
用
の
ラ
ジ
オ
を
配
布
し
て
い
る
が
、
紛
失

し
、
再
配
布
す
る
た
め
の
予
備
と
し
て
三
十
台
購
入
し
、

紛
失
し
た
班
と
役
員
に
配
布
し
た
。 

（
二
）
直
近
の
防
災
倉
庫
在
庫
品
リ
ス
ト
を
配
布
し
た
。 

五
．「
町
会
の
お
花
見
」
開
催
時
期
に
つ
い
て 

 
 

四
月
八
日
（
日
）
に
決
定
し
ま
し
た
。 

六
．「
定
期
総
会
」
の
日
程
に
つ
い
て 

 
 

五
月
二
十
六
日
（
土
）
に
決
定
し
ま
し
た
。 

七
．
そ
の
他 

（
一
）
磯
崎
隆
男
理
事
よ
り
、
現
行
の
パ
ト
ロ
ー
ル
体

制
は
、
五
～
六
人
の
固
定
し
て
い
る
人
員
で
行
っ
て
い

る
。
班
長
を
は
じ
め
町
会
員
の
皆
様
に
は
、
年
間
に
一

回
で
も
よ
い
の
で
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
い
た
だ
き
た
い

と
要
望
し
ま
し
た
。 

（
二
）
狩
野
文
雄
理
事
よ
り
、
五
月
三
十
一
日
よ
り
六

月
三
日
に
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
る
「
東

京
国
際
消
防
防
災
展
２
０
１
８
」
の
説
明
が
あ
り
、
参

加
を
募
り
ま
し
た
。 

 

 

２０１８年 

３月 

２０２号 

 



町
会
の
お
花
見
の
ご
案
内 

防
災
訓
練
を
兼
ね
た
「
町
会
の
お
花
見
」
を
四
月
八
日
（
日
）

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
開
催
し
ま
す
。
雨
天
の
場
合
は
中
止

し
ま
す
。 

美
味
し
い
お
酒
と
料
理
を
準
備
し
て
皆
様
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

会
費
は
、
二
千
円
で
す
。 

又
、
町
会
の
防
災
倉
庫
に
保
有
し
て
い
ま
す
用
品
・
備
品
を
展

示
し
ま
す
。 

蚕
糸
の
森
ま
つ
り
の
ご
案
内 

恒
例
の
「
蚕
糸
の
森
ま
つ
り
」
が
、
三
月
二
十
五
日
（
日
） 

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

近
隣
の
町
会
・
自
治
会
・
団
体
や
協
賛
地
方
都
市
と

杉
並
区
役
所
の
担
当
部
署
・
杉
並
消
防
署
・
杉
並
警
察

署
な
ど
の
公
共
団
体
が
参
加
し
て
、
フ
ワ
フ
ワ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

な
ど
の
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
・
様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
体
験

見
学
コ
ー
ナ
ー
や
模
擬
店
等
を
出
店
し
ま
す
。 

西
町
会
で
は
、
金
魚
す
く
い
と
シ
ャ
ボ
ン
玉
他
の
販
売
を
行

い
ま
す
。
楽
し
い
催
し
も
の
が
盛
沢
山
で
す
。
皆
様
の
ご
来
店
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

     

定
期
総
会 

五
月
二
十
六
日
（
土
）
午
後
七
時
よ
り
ゆ
う
ゆ
う
高
円
寺
東
館

に
て
、「
平
成
三
十
年
度
定
期
総
会
」
を
開
催
し
ま
す
。 

議
題
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
会
便
り
四
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

  

訃
報 八

班 

浅
見 

滋 
 

様 

 

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
九
日 

ご
逝
去 

八
十
一
歳 

 

二
十
班 

香
林 

瑛
求 

様 

 

平
成 

三
十
年 

三
月 

 

十
日 

ご
逝
去 

七
十
九
歳 

邦
楽
演
奏
会 

三
月
四
日
（
日
）
に
国
立
劇
場
小
劇
場
で
開
催
さ
れ
た
「
邦
楽

演
奏
会
」
に
二
十
六
班
・
班
長
の
神
崎
慶
二
郎
様
の
ご
招
待
を
受

け
鑑
賞
し
て
き
ま
し
た
。 

神
崎
慶
二
郎
氏
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
、
二
十
六
班
の
班
長
と

し
て
町
会
活
動
に
協
力
し
て
頂
い
て
い
ま
す
が
、
素
顔
は
、
芸
名

を
常
磐
津
菊
志
郎
と
称
し
、「
人
間
国
宝
」（
重
要
無
形
文
化
財
総

合
認
定
保
持
者
）
に
認
定
さ
れ
、
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
た
常

磐
津
協
会
の
常
任
理
事
を
務
め
る
常
磐
津
三
味
線
方
の
重
鎮
で

あ
り
ま
す
。 

演
奏
会
は
、
箏
の
合
奏
・
浄
瑠
璃
・
義
太
夫
節
浄
瑠
璃
・
薩
摩

琵
琶
と
続
き
、
常
磐
津
節
を
浄
瑠
璃
方
三
名
と
常
磐
津
菊
志
郎

（
神
崎
氏
）
を
立
（
た
て
）
と
す
る
三
味
線
方
三
名
の
三
丁
三
枚

に
よ
っ
て
名
曲
「
戻
橋
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

邦
楽
演
奏
会
を
鑑
賞
し
た
の
は
、
境
禎
一
会
長
を
は
じ
め
後

期
高
齢
者
ば
か
り
で
し
た
が
、
青
少
年
期
に
、
戦
後
に
ア
メ
リ
カ

か
ら
輸
入
さ
れ
た
ジ
ャ
ズ
な
ど
の
欧
米
文
化
の
洗
礼
を
受
け
て

成
長
し
た
年
代
で
、
日
本
古
来
の
邦
楽
に
疎
い
者
ば
か
り
で
し

た
。 若

い
時
分
に
体
得
し
た
音
階
や
リ
ズ
ム
と
日
本
古
来
の
ゆ
っ

た
り
と
し
た
音
階
・
情
緒
表
現
は
、
西
洋
音
楽
や
昨
今
の
エ
イ
ト

ビ
ー
ト
の
音
楽
に
慣
れ
親
し
ん
だ
者
た
ち
に
は
異
質
の
文
化
と

感
じ
ま
し
た
が
、
鑑
賞
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
日
本
人
の
心
に
し

み
る
邦
楽
の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

三
月
行
事
日
程 

【
文
化
活
動
】 

書
道
教
室 

二
日
（
金
）・
十
六
日
（
金
） 
十
八
時
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
う
ゆ
う
高
円
寺
東
館 

写
経
の
会 

十
三
日
（
火
）・
二
十
七
日
（
火
）
十
九
時
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
う
ゆ
う
高
円
寺
東
館 

健
康
麻
雀
教
室 

十
日
（
土
）・
二
十
四
（
土
） 

十
時 

 
 
 
 
 
 
 
 

麻
雀
東
京 

【
イ
ベ
ン
ト
】 

 

第
三
十
一
回
蚕
糸
の
森
ま
つ
り 

二
十
五
日
（
日
） 

十
時
～ 

【
防
災
関
連
】 

 

「
３
．
１
１
を
忘
れ
な
い
」 

十
一
日 

十
一
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並 

【
学
校
支
援
本
部
】 

 

杉
三
小
屋
上
整
備
・
一
Ｆ
菜
園
整
備 

十
一
日 

九
時
～ 

【
パ
ト
ロ
ー
ル
】 

 

町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
と
地
域
清
掃
活
動 

 
 

三
日
（
土
）・
十
三
日
（
火
） 

十
六
時
～ 

 

町
内
パ
ト
ロ
ー
ル 

二
十
三
日
（
金
） 

十
九
時
～ 


